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2
０
１
９
年
12
月
、
中
国
の
湖

北
省
武
漢
市
か
ら
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
一
年
以
上

経
っ
た
今
で
も
全
世
界
を
覆
い
、
猛
威

を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
世
界
各
国
で
多

く
の
尊
い
命
を
奪
い
、
多
く
の
人
た
ち

の
健
康
を
奪
い
続
け
て
い
ま
す
。
国
内

で
は
、
既
に
７
，
０
０
０
人
以
上
の
方

が
亡
く
な
り
（
令
和
３
年
２
月
26
日
現

在
）、
深
刻
な
容
態
の
方
も
依
然
と
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
い
ま
だ
に
主

要
都
市
の
一
部
で
は
危
機
的
な
状
態
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方

に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
感
染
さ
れ
た
方
に
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一

日
も
早
い
回
復
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

一
方
で
、
医
療
崩
壊
と
い
う
言
葉
が

毎
日
の
よ
う
に
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
私
た
ち
が
享

受
で
き
る
と
考
え
て
い
た
我
が
国
の
医

療
が
危
機
に
瀕
す
る
な
ど
誰
が
想
像
で

き
た
で
し
ょ
う
か
。
今
、
こ
の
時
間
も

感
染
者
を
助
け
る
た
め
に
、
自
ら
を
感

染
の
危
険
に
さ
ら
し
な
が
ら
治
療
に
あ

た
っ
て
く
れ
て
い
る
医
療
関
係
者
の
皆

さ
ま
、
介
護
従
事
者
の
皆
さ
ま
に
、
最

大
限
の
感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

脅
威
は
、
本
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
年
前
と
比
べ

て
、
私
た
ち
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る
考
え
方
や
実
情
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。「
特
別
な
感
染
症
」
か

ら
「
誰
が
か
か
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

感
染
症
」
と
い
う
よ
う
に
で
す
。
私
た

ち
は
、
あ
る
地
点
か
ら
、
こ
の
ウ
イ
ル

ス
を
他
人
ご
と
で
は
な
く
自
分
の
こ
と

と
し
て
向
き
合
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
気
付
い
た
は
ず
で
す
。

目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
は
、
私
た

ち
自
身
の
、
そ
し
て
大
切
な
人
た
ち
の

命
を
奪
い
、
健
康
を
奪
い
、
生
活
ま
で

も
奪
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
多
く
の
人
た

ち
の
人
生
を
変
え
、
未
来
を
変
え
、
社

会
全
体
の
在
り
様
ま
で
変
え
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

『
健
康
』
と
『
教
育
』
を
軸
に

し
か
し
、
私
た
ち
は
こ
う
し
た
環
境

の
中
で
も
、
前
に
進
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
前
を
向
い
て
新
し
い

生
活
の
形
を
創
造
し
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安

心
し
て
、
安
全
に
、
こ
の
三
豊
市
で
豊

か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
を
創
り
上

げ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
意
味
で
、
私
が
今
回
の
施

政
方
針
で
強
調
し
た
い
の
は
、『
健
康
』

と
『
教
育
』
で
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
に

生
活
が
変
化
し
よ
う
と
も
、
ど
ん
な
過

酷
な
状
況
に
な
ろ
う
と
も
「
人
」
が
元

気
で
、「
人
」
と
「
人
」
が
つ
な
が
り

を
深
め
ら
れ
る
、
そ
し
て
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
が
等
し
く
「
学
ぶ
」
こ
と

の
で
き
る
環
境
を
創
る
こ
と
に
よ
っ
て

未
来
が
開
け
る
と
私
は
信
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
直
近
で
具

体
的
な
手
段
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
収
束
の
決
め
手
と
期
待

さ
れ
て
い
る
の
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
あ

り
ま
す
。
国
内
で
は
２
月
17
日
よ
り
医

療
従
事
者
に
対
し
て
先
行
接
種
が
始
ま

り
、
４
月
以
降
に
は
高
齢
者
や
基
礎
疾

患
の
あ
る
方
へ
の
接
種
が
始
ま
る
見
通

し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
市
政
運
営
に
お
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
円

滑
に
進
め
る
こ
と
が
最
重
要
事
項
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
市
で

は
、
１
月
よ
り
健
康
福
祉
部
内
に
「
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
」
を

設
置
し
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
接
種
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
医
療
機
関
と
も
連
携

し
、
万
全
の
接
種
体
制
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
さ
ま

ざ
ま
な
お
問
い
合
わ
せ
や
相
談
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
を
補
完
す
る

も
の
と
し
て
、
新
し
い
生
活
の
中
で
重

要
と
な
る
非
接
触
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
が
続
く

一
方
、
社
会
生
活
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
劇

的
に
、
不
可
逆
的
な
変
化
を
み
せ
て
い

ま
す
。
学
校
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
、

企
業
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

が
目
覚
ま
し
く
普
及
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
Ｉ
Ｔ
の
浸
透
に

よ
っ
て
、
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面

で
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
※
が
避

け
て
は
通
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
今
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル

庁
が
設
置
さ
れ
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
実
現
の
た
め
に
は
、
住
民
に
身
近

な
行
政
を
担
う
基
礎
自
治
体
の
役
割
は
、

極
め
て
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
昨
年
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等

の
先
端
技
術
や
デ
ー
タ
活
用
な
ど
デ
ジ

タ
ル
の
力
を
最
大
限
に
活
用
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
よ
る
死
亡
届
後
の
手
続
き
の

省
力
化
や
オ
フ
ィ
ス
改
革
な
ど
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

こ
の
よ
う
な
動
き
を
よ
り
加
速
さ
せ
る

た
め
、
総
務
部
内
に
「
デ
ジ
タ
ル
推
進

室
」
を
設
置
い
た
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
る
こ
と
で
、
将
来
的
に
は
市

役
所
に
行
か
な
く
て
も
自
宅
な
ど
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
各
種
申
請
手
続
き

が
行
え
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
利

便
性
の
向
上
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
デ
ジ
タ
ル
化
の
基
盤
と

な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
※

未
来
都
市
」と
し
て

本
市
は
、
内
閣
府
よ
り
令
和
２
年
度

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
推
進
に
取
り
組
む
企
業
や
団
体
を

「
み
と
よ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
心
強

い
パ
ー
ト
ナ
ー
を
こ
れ
か
ら
も
増
や
し

な
が
ら
、
人
と
人
と
の
対
話
を
大
切
に

し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
一
人
ひ
と

り
を
尊
重
し
、
学
び
合
い
、
そ
し
て
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

第
２
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
ま
ち
の

将
来
像
「
Ｏワ

ン
ｎ
ｅ 

Ｍみ

と

よ

Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
～

心
つ
な
が
る
豊
か
さ
実
感
都
市
～
」
の

「
Ｏワ

ン
ｎ
ｅ
」
の
意
味
が
、
く
し
く
も
そ

の
重
要
性
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
元
気
に
、

三
豊
市
と
い
う
他
に
は
な
い
「
こ
の
ま

ち
」
で
学
び
、「
こ
の
ま
ち
」
で
豊
か

に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
一
丸
と
な

っ
て
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

令
和
３
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
の
初
日
、
山
下
市
長
は
令
和
３
年
度
の
施
政
方
針
を
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

第
２
次
総
合
計
画
の
３
年
目
と
な
る
本
年
度
の
予
算
は
、
同
計
画
に
掲
げ
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
財
源
の
重
点
配
分
を
行
い
、

予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
３
年
度 

施
政
方
針
と
予
算

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り

▲昨年 6月、市民課窓口でタブレット端末を
使った死亡届後の手続きのデジタル化（実証
実験）をスタート

▲みとよＳＤＧｓ推進パートナーの申し込みは、
地域戦略課（☎ 73-3011）まで！

※デジタルトランスフォーメーション……ICTの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること
※ SDGs……2015 年の国連サミットで採択された、2030 年までに持続可能でより良い世界をめざすための目標
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むすびに
新型コロナウイルスの感染を封じ込める自
粛の影響は、社会全体に未曽有の被害を及ぼ
し、身近な生活においても多大な影響があり
ました。
特に子どもたちには、学校に行けない、友
達と会えない状況を強いることになり、また
クラブ活動や部活動も活動の自粛や大会の中
止が相次ぎ、辛い 1年となりました。最後の
大会が中止となり、無念の思いをかみ殺す 3
年生の姿を伝えるニュースには、いかんとも
しがたい感情に襲われました。
また、東京オリンピック・パラリンピック
大会が延期になり、甲子園やインターハイ、
そして地域の各種スポーツ大会も中止になる
など、スポーツを取り巻く大きな環境の変化
とともに、改めて「スポーツが持つ力の大き
さ」に気付かされました。
新型コロナウイルスとの戦いは長期化の様
相を呈しており、今後も予断を許さない状況
が続くことが予想されます。そんな中でも未
来を担う子どもたちの可能性を切り開き、人
をひきつけるスポーツの力が地域活性化につ
ながる施策を、積極的に進めてまいりたいと
考えております。
特に、広大な面積を誇る宝山湖公園芝生広
場におけるスポーツを核とした「宝山湖ボー
ルパーク」の実現に向けて、ここに投資いた
だける企業の皆さまを呼びこみながら、全力
で取り組んでまいります。市民の皆さまと一
緒に、子どもたちが学び、彼らの夢を応援で
きる喜び、私たちが健康になれること、そし
て人が交流できる楽しみを実感できるように
努めてまいります。
私たちの目の前には、人口減少による過疎
化、高齢化など多くの課題が山積しています。
将来を担う子どもたちが自由に夢を描きかな
えられる、そして市民を誰一人取り残すこと
なく豊かさを実感できるまちの実現を、いま
を生きる私たちみんなの総力戦でめざしてま
いりたいと考えております。それこそが将来
に向かって、持続・発展する三豊市の未来そ
のものです。まさに、その礎となるのが今回
大きなテーマとして掲げた『健康』と『教育』
であります。
市民の皆さまの一層のご理解とご協力を重
ねてお願い申し上げ、令和 3年度に向けた施
政方針といたします。

豊かさを実感できる三豊市に向けて

主要事業の紹介にぎわいが地域を元気に
するまち

・養鶏業者への経済的支援
・薬用作物の栽培
『健康』にも関わりの深い薬用作物の栽培をさらに促進します

商品開発から販売促進へとステー
ジを移し、地域ブランドとして育
て上げます

・「みとよのみ」プロジェクト

・	農業、漁業の担い手育成
・	新規就農者の確保
・	キャッシュレス決済ポイント還元、プレミアム付
商品券、デジタル商品券事業を実施

・	RVパーク※の整備
・	M

マ イ ズ ム

AiZM（みとよAI 社会推進機構）による年代に合わせた
プログラミング教室の開催、学生への起業支援

▶「みとよのみ」から
生まれた、地域の特
色あふれる商品たち

市民が可能性を切り開く
まちづくり

「地域おこし協力隊」	
制度の活用
地域外から本市へ生活の
拠点を移し、さまざまな経
験を生かしてチャレンジ
しようとする人を積極的
に受け入れ、地域とともに
応援します

返礼品の充実や周知方法の
改善に取り組みます

▲現在活躍中の 3人の
　地域おこし協力隊

▲返礼品として人気のシャインマスカット

▲時刻表アプリ
画面イメージ

▲宝山湖ボールパーク
　完成イメージ図

・	第 3 次行政改革大綱
の策定

・	ふるさと納税による
財源確保

知 ･体 ･心を育み、自分らしく暮らせるまち
・	GIGAスクール構想※への取り組み

プロサッカー選手でも十分
に練習場として利用できる
ように、また人と人との交
流イベントや健康づくりな
どの拠点となる「宝山湖ボ
ールパーク」の実現に向け
て、取り組みます

1人1台のタブレット端末配備により、
一人ひとりの状況に合った学習指導
（アダプティブラーニング※）を充実
させます

義務教育を修了できなかった人や学び直しを
したい人、貧困により十分に教育を受けられな
かった人などに当たり前の「学びの場」として、
令和4年4月の開校をめざします

（複数回答あり）
・	宝山湖公園の改修

・	夜間中学※の開校

夜間中学ニーズ調査より（令和2年市教育委員会調査）
質問：夜間中学で学んでみたいと思いますか？
　　　または、まわりに知らせたいと思う人がいますか？

・	三豊市総合体育館の改修 ・	給付型奨学金制度の創設

子どもが健やかに育ち、
生涯笑顔で暮らせるまち

・	子育て世代包括支援センター「なないろ」の
取り組み内容の充実

・	地域子育て支援センターやつどいの広場の環
境整備

・	発達障害支援の充実
・	高齢者の特性に応じた保健事業と介護予防事
業の一体的な取り組みの強化

・	認知症の本人や家族への支援体制の充実
・	高齢者などの権利擁護支援のための市民後見
人の育成

・	福祉タクシー助成対象の拡大
・	令和 4年春開院予定の市立新病院の建設

人と自然が守られる
定住のまち

・	消防屯所や防災センターの建設による	
防災機能の充実

・	都市計画マスタープラン（改訂）、立地適正
化計画の公表

・	詫間庁舎周辺および造船所跡地など地域の
特性を生かせる整備事業の可能性の検証

・	交通環境データの基盤構築
・	バスロケーションシステムの導入、	
時刻表アプリの開発
コミュニティバスのリ
アルタイムな運行状況、
遅延状況などが可視化
できるようになります

・	道路などのインフラ整備
・	空き家の適正な管理や利活用の促進
・	若者世帯への住宅取得支援による	
若者定住と地域経済活性化の促進

産業・交流

教育・文化・人権

健康・福祉・医療 暮らし

市民の皆さまにとって
身近な病院となるよう、
引き続き建設工事を進
めます

自分が学んでみたい 105
身近にいる 35
思いつく人がいる・団体などがある 18

小　計 158
学びたいとも思わないし、まわりにもいない 153

合　計 311

施政方針全文は
市ホームページで
ご覧ください
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2
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4基本
目標

基本
方針

基本
方針

基本
目標

基本
目標

基本
目標

※GIGAスクール構想……1人 1台の端末および高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備すること　　※アダプティブラーニング……個々の子どもの習熟度や興味などに応じた学習　
※夜間中学……夜の時間帯に授業が行われる中学校

※RVパーク……道の駅などに設けた車中泊専用の駐車スペース

効率的で健全な行財政運営


